
JP 2015-527366 A5 2016.9.23

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月23日(2016.9.23)

【公表番号】特表2015-527366(P2015-527366A)
【公表日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-058
【出願番号】特願2015-528591(P2015-528591)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/04     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｙ
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   21/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   17/04     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月3日(2016.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｆａｂドメインと、
　１つ以上のＦｃドメインと、
　１つ以上の多量体化ドメインと、
　を備えるストラドボディであって、
　前記１つ以上の多量体化ドメインが、２つのＦｃドメインを分離するか、前記１つ以上
のＦｃドメインのカルボキシ末端に位置し、
　前記１つ以上の多量体化ドメインが、当該ストラドボディを多量体化する、
　ストラドボディ。
【請求項２】
　前記１つ以上の多量体化ドメインが、独立して、イソロイシンジッパー、ＩｇＧ２ヒン
ジ、及びＧＰＰ反復からなる群から選択される、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項３】
　当該ストラドボディが、少なくとも１つのＩｇＧ２ヒンジドメインを備え、
　前記ＩｇＧ２ヒンジドメインのアミノ酸配列が、配列番号３に少なくとも８０％の相同
であり、
　前記ＩｇＧ２ヒンジが、当該ストラドボディを多量体化する、
　請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項４】
　当該ストラドボディが、少なくとも１つのイソロイシンジッパーを備え、
　前記少なくとも１つのイソロイシンジッパーのアミノ酸配列が、配列番号３２に少なく
とも８０％相同であり、
　前記イソロイシンジッパーが、当該ストラドボディを多量体化する、
　請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項５】
　当該ストラドボディが、１つのＦｃドメインを備え、
　多量体化ドメインが、前記Ｆｃドメインのカルボキシ末端に位置する、
　請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項６】
　当該ストラドボディが２つの多量体化ドメインを備える、請求項１に記載のストラドボ
ディ。
【請求項７】
　前記２つの多量体化ドメインが、イソロイシンジッパー及びＩｇＧ２ヒンジ、又はＩｇ
Ｇ２ヒンジ及びＧＰＰ反復である、請求項６に記載のストラドボディ。
【請求項８】
　前記２つの多量体化ドメインが、２つのＦｃドメインを分離する、請求項７に記載のス
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トラドボディ。
【請求項９】
　前記２つの多量体化ドメインが、前記１つ以上のＦｃドメインのカルボキシ末端に位置
する、請求項７に記載のストラドボディ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのＦｃドメインが、ＩｇＧ１　Ｆｃドメインであり、
　前記ＩｇＧ１　Ｆｃドメインが、ＩｇＧ１　ＣＨ２、及びＩｇＧ１　ＣＨ３を備える、
　請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのＩｇＧ１　Ｆｃドメインのアミノ酸配列が、配列番号２に少なく
とも８０％相同である、請求項１０に記載のストラドボディ。
【請求項１２】
　当該ストラドボディが、アミノ末端からカルボキシ末端にかけて、
　（ａ）Ｆａｂドメインと、
　（ｂ）第１のＦｃドメインと、
　（ｃ）イソロイシンジッパーと、
　（ｄ）ＩｇＧ２ヒンジと、
　（ｅ）第２のＦｃドメインと、
　を備える、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１３】
　当該ストラドボディが、アミノ末端からカルボキシ末端にかけて、
　（ａ）Ｆａｂドメインと、
　（ｂ）第１のＦｃドメインと、
　（ｃ）ＩｇＧ２ヒンジと、
　（ｄ）第２のＦｃドメインと、
　を備える、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１４】
　当該ストラドボディが、アミノ末端からカルボキシ末端にかけて、
　（ａ）Ｆａｂドメインと、
　（ｂ）Ｆｃドメインと、
　（ｃ）イソロイシンジッパーと、
　（ｄ）ＩｇＧ２ヒンジと、
　を備える、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１５】
　前記Ｆａｂドメインが、ＥＧＦＲ、Ｈｅｒ２／ｎｅｕ、ＣＤ２０、ＲＳＶ　Ｆタンパク
質、又はＴＮＦに特異的である、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１６】
　前記ストラドボディが、アミノ末端からカルボキシ末端にかけて、
　（ａ）Ｆａｂドメインと、
　（ｂ）Ｆｃドメインと、
　（ｃ）ＩｇＧ２ヒンジと、
　（ｄ）イソロイシンジッパーと、
　を備える、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１７】
　前記ストラドボディが、アミノ末端からカルボキシ末端にかけて、
　（ａ）Ｆａｂドメインと、
　（ｂ）Ｆｃドメインと、
　（ｃ）ＩｇＧ２ヒンジと、
　を備える、請求項１に記載のストラドボディ。
【請求項１８】
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　前記ストラドボディが、アミノ末端からカルボキシ末端にかけて、
　（ａ）Ｆａｂドメインと、
　（ｂ）Ｆｃドメインと、
　（ｃ）イソロイシンジッパーと、
　を備える、請求項１に記載のストラドボディ。
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